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1.　はじめに
　横浜国立大学では学部副専攻プログラム「地域交流科目」という枠組みの中に「地域課題実習」という授業があります。その中で岩手らばーず *1というプロジェクトがあります。岩手県に行き、職業体験などをさせていただき、その中で魅力や課題を見つけて持ち帰る、さらにPRなどをして最終的には訪れた地域に還元するというのを目的としているプロジェクトです。このプロジェクトを選んだ理由としては、私は地方自治体に興味があり、知らない土地に行きさまざまな経験ができることを期待したからです。さらに雫石町を選んだ理由としては、5日間の中で体験先の数の多さに魅力を感じたからです。
2.　具体的な活動内容と学び
〇盛岡セイコー工業グランドセイコースタジオ（9月3日）
会社の概要や作っているものの説明、展示
―米粒の数十分の一ほどの小さなものもある部品を見た。焼き入れ前・焼き入れ後・焼き戻し後の棒状金属を折るまたは曲げる体験をさせていただき、焼き戻しの効果を身を持って実感。
時計の製作の様子を見学
―精密機器を扱うところならではの緊張感が伝わってきました。
ボールペンづくり
―時計の部品を装飾として中に入れた。雰囲気のあるボールペンになりました。
「現代の名工」の方との座談会
―定められた基準の誤差範囲より狭い範囲の誤差を常に目指して時計の調整をしているとのことで、圧倒的なプロの風格を感じた。自分が欲しい時計を作る、値段が同じ
—————————————————————————————————
＊１　岩手らばーずHP　 https://iwatekyouyouakaunt.wixsite.com/iwatelovers-ynu/%E5%B2%A9%E6%89%8B%E3%82%89%E3%81%B0%E3%83%BC%E3%81%9A%E3%81%A8%E3%81%AF　（2025/09/22）
ならよりいい時計を付けたいですよねというお話で私はこの方が「現代の名工」たる所以を感じた。
ほか
作業スペースのみならず建物や周りの自然が整っていて洗練された空間だと感じた。景色が良く、岩手山も望めた。
〇役場の方々との交流会atます家（9月3日）
お食事会
―職員さんたちのアットホームな空気感が伝わってきて心が楽になりました。
〇小岩井農場（9月4日）
小岩井農場の概要説明、まきば園見学
―敷地の広大さや牛の頭数を聞き、思ったよりも営農型農場としての色が強いことを知った。お昼ご飯はファームキッチンでいただき、特にチーズまんが美味しくて印象に残った。
冬フェスタのアイデア出し
―今まで出たことがなかったアイデアも多く出、検討するものとして受け取っていただいたので有意義な時間になったと思っている。大学生のリアルな声として、広告する時に効果があるメディアとないであろうメディア、若者の興味を引く広告の打ち出し方について意見を出し合った。
〇しずくいしYU-YUファーム（9月4日）
乗馬体験
―初めての乗馬だったが、馬がお利口さんだったためとても楽しく乗れた。ホースセラピーという言葉がある通り、優しい目をしている馬と触れ合うと心が和むことを体感した。
馬の蹄の土の掻き出し
―あまり掻き出されるのが好きではない馬もいるようだった。
重機操作体験
―慣れるまで時間がかかりそうだと思った。
ほか
オーナーの柴田さんのお話の中で「過ごしている中で、自分にとっての宝物を見つけてください。嫌なことがあっても宝物と接している時間だけは大切にしてください。」というような言葉があった。とても心に響いた。心配ごとがあるとその心配ごとに考えを支配されて暗くなってしまいがちだが、宝物があれば心が安定するということだろう。宝物を探していこうと思いました。
〇西根炭窯、網張キャンプ場（9月5日）
坂内さんのお話
―「興味があるものに飛び込んでいってください。チャレンジをどんどんしてください」というお話を坂内さん自身のイギリスに住んで揉まれた経験を交えて聞いた。目新しい内容というよりは多くの大人が言っていることを多様な経験からくる重みのある言葉で伝えてくださり、大きくうなずいた。そして、最近持ったチャレンジングな目標を達成しようという気持ちが強固になりました。
七輪ごはん
―炭、七輪で野菜やお肉を焼き、土鍋ご飯も炊いた。土鍋ご飯は今まで食べた白ご飯の中で1番だった。驚いた。そんなに大変な作業でもなかったし、だからうちはいつもこうやってやっているんだよと坂内さんがおっしゃっていて、納得した。さらに岩塩をご飯にかけてもらい、これも本当においしかったです。七輪＋土鍋というものの良さを実によく分かった。
〇網張ビジターセンター、網張の森、網張温泉（9月5日）
網張の森
―キノコが4種類見られた。今年は数年に一回やってくるどんぐりの不作の年で、それを食糧とするクマは食べ物を求めて人里におりてきやすいというのを聞いた。どんぐりの“ある年は実をほとんどつけず捕食者の個体数を減らし、翌年にどっさり実らせると、捕食者の処理能力を超えてしまい、食べ残された種子が多く発芽・成長できる”という生存戦略も教えていただいた。初めて知り、感動を覚えた。 
〇移住者交流会（９月６日）
雫石について調べてきたことの発表
―私は雫石町の教育について調べ、発表はうまくいった。人に発表するというのが目的だと間違いを伝えてはいけないという気持ちになり、ファクトチェックをかなり念入りに行なった。今後もこの方針でやっていきたいと思った。
ピザづくり、香り袋づくり
―香り袋づくりでは、作り方の説明を任されたが、口頭だけで終えてしまったので実演するべきだったなと思っている。
ほか
移住者さんは登山など自然が好きで移住してきている方が多かった。アクティブな方が多い印象もある。役場の職員さんも、岩手山に魅了されてここに住んでいる人も少なくないと言っていて、自分にはない視点だった。
〇軽トラ市（９月7日）
WA ROCK *2の体験ブースを出店
実施内容
5日目は軽トラ市にて、まちサポの協力をいただいて WA ROCKワークショップを出店・運営しました。同時に来場者へのアンケート調査にも取り組みました。
結果と気づき
当初掲げた目標は達成に至りませんでしたが、多くの時間でお客さまがテント下に滞在している状況を作り出すことができました。目標設定がやや高かった可能性があり
——————————————————————————————————
＊2　WA ROCKとは　石に絵や文字などを自由に描き、街中に隠したり、交換所とよばれる場所に置き、引き換えに気に入った石を持ちかえることができる。こうすることで、石が人から人の手に渡りあちこち旅をするという遊び
ます。また、子どもたちの参加は活発で賑わいが生まれた一方、大人の来場者の関心を引くことは難しく、その場にとどまっての呼びかけだけでは参加につながりにくいことが分かりました。アンケートに関しては、積極的に声をかけた甲斐あって目標には届かずとも統計有意性が目標値に近いところまでは行くことができました。
今後の取り組み
次回の改善策として、①テントや椅子・机の数を増やし、参加しやすい環境を整えること、②大人も興味を持てる仕組みを導入すること　を提案します。具体的には、WA ROCKを大量に並べてフォトスポット化し、「作品の一部を一緒に作りませんか」と参加を促すことで、写真撮影や体験を通じて大人の関心を引き付ける方法です。しかし目指すべきはそこではないというのも感じました。というのも、①②のような形から入る策が本当に重要なのではなく、認めてもらえる関係の構築が重要なのだと思います。出店する側が、訪れた人または雫石町との関係値ができあがってやっといちブースとして見てもらえる気がしました。よって、また行って知り合いを増やすところから始める必要がありそうです。
〇報告会（９月8日）
報告会
―足を運んでいただいた方、ありがとうございました。

3.　体験を終えて
暮らし、仕事、消費、さまざまなことを経験させていただきました。暮らしに関しての所感は、土地が広く、車がないと移動が難しい。しかし車で15分もあれば雫石町の家々がある部分のほとんどをカバーでき、生活に欲しいものは町内で完結しているくらいの規模はあるため、暮らしやすいともいえると思いました。また、涼しい・寒い。朝、明るさが増していく速度がとてもゆっくりに感じました。仕事に関しては、牧場を含む農業従事者、観光業が比較的多いほか、リモートワーカーも少なくないようでした。盛岡に出勤もしやすいことも分かりました。
これから雫石に還元する方法は大学の都市・土木系のレポートで雫石を引用する、友達に雫石のことを伝える、地域イベントのお手伝いをしに行く、などがあるがやはりもう一度雫石町を訪れて多くの人と出会い、関係人口の1人として認められることが最も有効だと思いました（軽トラ市の節でも述べた通り）。
このプログラムでは、私の専門にしたい分野と直接のかかわりがあるものを見るために来たわけではありませんでしたが、雫石バイパスの交通量、盛岡とのつながり、地面の色など、1週間居ると見えたものが多くありました。

この町でたくさんもらった人の温かさを今度は私が誰かに向けられればいいなと思っています。
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